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2020年（令和 2年）６月17 日（水） 

第 36回霧ヶ峰自然環境保全協議会 資料 

長野県環境保全研究所 

 

防鹿柵に関する研究論文の公表について 

 

霧ヶ峰の防鹿柵による植物・昆虫の多様性の保全・再生効果についての研究論文を公表し、

報道発表しましたので、ご報告します。 

 

研究の概要 

 

これまでの報告（経緯） 

 

2018年（平成30 年）2月 28 日（水） 第 31回霧ヶ峰自然環境保全協議会 経過速報 

2019年（平成31 年）3月 7日（木） 第 33回霧ヶ峰自然環境保全協議会 経過報告 

2019年（令和元年）5 月 20日（月）「シンポジウム 霧ヶ峰シカ柵研究の最前線」（諏訪合庁） 

 

発表論文 

【タイトル】 

Construction of deer fences restores the diversity of butterflies and bumblebees 

as well as flowering plants in semi-natural grassland  

(防鹿柵の設置は、半自然草原の開花植物、チョウ、マルハナバチの多様性を回復させる) 

【著者】 

Naoyuki Nakahama, Kei Uchida, Asuka Koyama, Takaya Iwasaki, Masaaki Ozeki, Takeshi 

Suka (中濵直之、内田圭、小山明日香、岩崎貴也、尾関雅章、須賀丈) 

【雑誌・doi】 

Biodiversity and Conservation  doi: 10.1007/s10531-020-01969-9 

  2020年（令和2年）4月8日 電子版掲載 

 

報道発表 

 

 2020年（令和2年）4月9日 長野県プレスリリース 

 （兵庫県立大学、兵庫県立人と自然の博物館、森林総合研究所、神奈川大学からも発表） 

資料３ 

ニホンジカによる花の食害を防ぐため霧ヶ峰高原・車山高原一帯に設置されている

防鹿柵（電気柵等）について、設置による希少種等の保全・再生効果を科学的に検証

するため、2017年・2018年に調査をおこなった。柵の内外で、植物の種数と花の数、

花を訪れるチョウ類とマルハナバチの種数・個体数を調査した結果、いずれも柵内の

方が柵外よりも多いことがわかった。また多くの場所を比較すると、花の種数が多い

場所ほど訪れる昆虫の種数も多いことがわかった。これらの調査結果から、防鹿柵の

設置は開花する植物の多様性を維持するのに役立ち、それが訪花する昆虫の多様性を

維持することにもつながることがわかった。 
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研究のポイント 

 

防鹿柵の設置の効果は、ニッコウキスゲの花などを中心に見た目にわかる部分もあるが

生物多様性の保全効果の科学的な調査による検証はこれまで行われていなかった。今回の

研究の結果、柵の設置はニッコウキスゲだけでなく、草原性の植物や訪花昆虫（チョウ・

マルハナバチ）の保全・再生に大きな効果をもつことがわかった。したがって、花を食害

するニホンジカの個体数を抑制できるまでは、防鹿柵の設置を継続することが望ましい。 

 

 

調査地の位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 調査対象とした防鹿柵（太枠線内）． 

これらの柵の内外で植物・訪花昆虫（チョウ・マルハナバチ）の種と数を比較した． 

 

 

 研究実施担当者 

 

   中濵 直之（兵庫県立大学自然・環境科学研究所講師  

兼 兵庫県立人と自然の博物館研究員） 

   内田 圭（東京大学大学院農学生命科学研究科附属生態調和農学機構 助教） 

小山 明日香（森林研究・整備機構 森林総合研究所 主任研究員） 

      岩崎 貴也（神奈川大学理学部生物科学科 特別助教） 

      尾関 雅章（長野県環境保全研究所 主任研究員） 

   須賀 丈（長野県環境保全研究所 自然環境部長） 
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